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主  論  文  の  要  旨  
Effectively Axonal-supercharged Interpositional Jump-Graft with an 
Artificial Nerve Conduit for Rat Facial Nerve Paralysis.  
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【要  旨】 background: Bell 麻痺などの顔面神経麻痺に対して顔面神経本幹と




用いて人工神経による IPJG が可能であるかを検討した。  
ラット顔面神経麻痺モデルを作成後、長さ 1 cm の silicone tube に TypeⅠ
collagen 10µL を含有した人工神経を作成した。これを用いて顔面神経本幹～
舌下神経間に IPJG を行った。コントロール群として大耳介神経を長さ 7 mm で




技を確立し、同手技による IPJG が可能であることを証明した。                                                                                       
